ジョシ コウコウセイ ノ ダイガク ジュケン コウドウ ニオケル シンリテキ トクセイ オヨビ ガクリョク ノ エイキョウ : ジコ ケッテイ ト チョウセン ニ チュウモク シテ by 相良 順子 et al.
聖徳大学研究紀要　聖徳大学　第27号　聖徳大学短期大学部　第49号　7-10（2016）
― 7 ―
要旨
　一私立の女子高校生の受験行動として，第一希望の受験校決定における自己決定の程度と自分の実力からみた挑
戦の程度をとりあげ，心理的特性である有能感と学力との関連を検討した。有能感は自己決定性を高め，挑戦行動
に影響する一方で，抑うつは自己決定性を抑制し，学力は自己決定性と挑戦へ影響するという関連を検討した。そ
の結果，有能感と抑うつの間の高い関連はみられたが，心理的変数が受験行動における自己決定性を高め，挑戦行
動が増加するという関連は見出されなかった。この結果をもとに，受験行動としての指標の検討などについて考察
がなされた。
キーワード
　女子高校生，大学受験，自己決定，挑戦，学力
Abstract
　The purpose of the present study was to examine the influence of psychological characteristics of self-
competence and depression on the behaviors of a private high school girls preparing for college entrance 
examination. The degree of the high school girls' self-determination in deciding on their first choices for college 
and the degree of difficulty of their choices were focused. The results indicated that self-competence was highly 
related to depression, but that neither characteristic affected the degree of self-determination or the difficulty of 
choices.　Some possible explanations for the results were discussed.
Key words
　high school girls, entrance examination, self-determination, challenges, academic performance
女子高校生の大学受験行動における
心理的特性および学力の影響
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The Influence of  Psychological Characteristics and Academic Performance on 
High School Girls’ Behaviors for the Entrance Examinations:
A Focus on Self-Determination and Challenges
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　日本では，高校３年生の55％が短大・大学へ進学している
（文部科学省，2015）。この20年で大学の数は急増し，入試の形
態も多様になっている。大学全入時代（中井，2007）とも呼ば
れ，大学進学自体の可能性は非常に高くなっている。そのため，
進学希望の高校生にとって３年生という学年は，将来への職業
選択を含め，受験する大学の選択や学部の決定など様々な選択
が迫られる時期であることは間違いないであろう。本研究では，
高校３年生の女子青年が大学受験行動をする上で，有能感をは
じめとする心理的変数や学力がどう影響しているかについて検
討する。
　青年が自分の興味や適性をもとに，自分に適した職業を
選択することはキャリア探索と呼ばれている（Super & Hall，
1978）。高校３年生が受験する学校を選択することは，自己の
興味や適性を考え，将来の職業を漠然とでも思慮にいれた上で
の選択であるため，キャリア探索の重要な過程のひとつである
といえるだろう。
　キャリア探索は，本人の興味関心や自己概念，環境要因など
複雑な要因が絡む過程ではあるが，近年，特に重要な関連変数
として選択における自律性，つまり，他者による選択でなく自
ら決定することが重要であるという指摘がされている（e.g.,吉
 
＊１：聖徳大学児童学部児童学科・教授／＊２：東北大学高度教養教育・学生支援機構・准教授
＊３：聖徳大学保健センター・教授／＊４：聖徳大学児童学部児童学科・教授
相良 順子　宮本 友弘　鈴木 悦子　川並 芳純 研究論文　女子高校生の大学受験行動における心理的特性および学力の影響
― 8 ―
崎・平岡,　2015）。この指摘は，自律の観点から動機づけをと
らえる自己決定理論（Ryan & Deci，2000）を基本とした考え
方である。自己決定理論では，自己決定性の高い動機づけが適
応的な認知や行動と正の関係にあるとされている。職業選択に
おいては，萩原・櫻井（2008）や，畑野（2013）の研究によれ
ば，自己決定が働くほど，将来の職業選択に対して積極的に行
おうとしていることが示されている。高校３年生の受験行動も
自己決定がなされる場合，積極的に受験校の選択を行い，自分
の実力からみて「挑戦」といえるような合格の難しい大学を受
験しようとする動機が高まると推測される。大谷（2013）によ
れば，最近の高校生は，「柄相応主義」（竹内，1991）という用
語で命名されるように，今の実力に見合う大学を選択する傾向
があるという。このような傾向の中において，第一希望を自分
にとって挑戦と考えられる学校を受験する高校生は受験に対し
積極的であり，自己決定性が高いと考えられる。先行研究の多
くは大学生のキャリア探索に関するものであり，高校生の受験
行動におけるこうした自律性の問題を扱った実証的な研究は見
当たらない。
　本研究では，受験校の決定という行動に関連する個人の要因
として，認知的側面をとりあげた。個人の認知的な要因が，そ
の後の学習行動に影響すると提唱しているものに，Bandura
（1977）の社会的学習理論がある。この理論は，自己効力と
結果期待が学習行動に影響するというもので，ここでの自己
効力とは有能感とほぼ同じ概念とみなすことができる（櫻井，
2009）。この社会的学習理論を職業選択の領域に応用した理
論が社会的認知キャリア理論（Hackett & Betz,1981）である。
社会的認知キャリア理論では，キャリア選択の上で，社会経済
状況などの社会的環境と個人的要因に加え，個人の認知的要因
がキャリア選択への積極的な行動につながるという。受験行動
もキャリア選択行動のひとつと考えれば，自分が有能であると
いう認知が強いほど，受験校の選択における自己決定性を高め
ると考えられる。
　さらに，本研究では，有能感に加えて心理的ストレスも検討
する。高校３年生は，進路選択をはじめとする受験校の決定や
学部の決定など心理的ストレスの高まる時期であり，大学受験
生の精神的健康の指標として抑うつが検討されている（宮田・
藤井・菅野，2014）。受験生の心理的ストレスは，本人へのサポー
トとの関連で検討されているが，受験行動である自己決定や挑
戦という行動との関連を検討した研究は見当たらない。自己決
定や挑戦という行動にかかわる高校生の心理的特性を広く検討
するために，本研究では，受験期の精神的健康との関連も検討
する。
　先述した理論と先行研究の結果から，本研究で検討する諸変
数間にはFigure １に示したモデルが想定される。有能感は自
己決定に影響を及ぼし，挑戦行動を促すと考えられる。一方で，
心理的ストレスとしての抑うつは自己決定を抑制することが考
えられる。さらに，受験行動を考える上では，学力の影響は無
視できない。相良・宮本・鈴木・川並（2015）によると，女子
高校生においては，学力は有能感とは関連がみられないことが
報告されていることから，学力は，受験行動である自己決定お
よび挑戦に直接影響することが予想される。
方　法
　調査対象者　首都圏にある私立のA女子中高一貫校の生徒を
対象にした。高校３年生159名であった。分析では記入漏れに
より有効データの数に変動があった。
　調査時期　下記の２）３）については，2015年の７月に，受
験行動に関しては，翌年の2016年３月に実施された。
　手続き 質問紙調査法。調査票は担任を通じて配布，回収さ
れた。学力は, 協力校で毎年実施される標準学力テストの結果
を使用した。また，受験行動については，高校が実施している
進路選択に関する実態調査の結果を使用した。
　調査内容　質問紙は次の項目から構成された。
１）受験行動　「第１志望大学・短大を決めるにあたって，自
分の意志と，親や学校の先生など他の人の意見のどちらの
割合が大きかったですか。」の質問に対し，「全部自分で決
めた」（５点）「自分で決めた部分が多い」（４点）「自分と
他の人の意見は半々くらい」（３点）「他の人の意見を参考
に決めた部分が多い」（２点）「ほとんど他の人の意見で決
めた」（１点）とした。「第１志望の大学等はあなたの成績
からみてどのくらいの難しさでしたか」という質問に対し
「非常に難しかった」（４点）「どちらかといえば難しかった」
（３点）「どちらかといえばやさしかった」（２点）「やさし
かった」（１点）とした。
２）有能感　総合的なコンピテンスを表していることから，児
童用コンピテンス尺度（櫻井，1992）の自己価値を使用し
た。本研究の目的に10項目，４件法（１点～４点）による
回答。得点が高いほど有能感が高いことを意味する。本研
究では信頼性はα＝.870であった。
３）抑うつ傾向　Birleson抑うつ評価尺度（DSRS-C）短縮版（並
川ら，2011）18項目，「いつもそうだ」「ときどきそうだ」「そ
んなことはない」の３件法（０点～２点）。日常の精神的
健康を測定する尺度として用いた。得点が高いほど精神的
健康度が低いことを意味する。本研究での信頼性はα=.874
であった。
　学力の測度　標準学力テスト（ベネッセのスタディサポート
H27年度版で７月に実施された。）の国語，数学，英語の全国
を基準にした偏差値。
　倫理的配慮　本研究は聖徳大学ヒューマンスタディに関する
倫理審査委員会の審査を受け認められた。
相良 順子　宮本 友弘　鈴木 悦子　川並 芳純 研究論文　女子高校生の大学受験行動における心理的特性および学力の影響
― 9 ―
結　果
自己決定と挑戦行動の評価
　自己決定については，第１志望校についての決定主体に対す
る回答のうち，“全部自分で決めた” 22名（16.8％），“自分で決
めた部分が多い”53名（33.3％），“自分と他の人の意見は半々” 
44名（27.3％），” “他の人の意見を参考に決めた部分が多い” ９
名（5.7％）　” “ほとんど他の人の意見で決めた” ３名（1.9％）
であった。また，挑戦行動については，第１希望校への受験が“非
常に難しかった”25名（15.7％）“どちらかといえば難しかった”
52名（32.7％），“どちらかといえばやさしかった”42名（26.4％）”
“やさしかった”12名（7.5％）であった。受験行動としての自
己決定と挑戦行動については，一定の分布がみられた。
心理的特性と受験行動の記述統計量と相関係数
　各変数の記述統計量をTable １に示した。受験行動としての
自己決定と挑戦行動の質問に対する回答については，これを
間隔尺度とみなして，心理的特性である有能感，抑うつ及び
学力との相関を算出した結果，Table １のとおりとなった。自
己決定と挑戦行動の間には有意な相関（r=.219, p<.05）がみら
れ，自己決定する程度が多い者ほど挑戦行動の傾向が高まる
ことが示された。有能感と抑うつは有意な高い相関（r=-.594, 
p<.001）がみられ，有能感が低い者ほど抑うつが高いことが示
された。また，抑うつと自己決定との間に弱い負の相関（r=-.259, 
p<.001）がみられた。
　学力との関連については，自己決定の度合いと英語に弱い相
関（r=.183, p<.05）が，挑戦については国語と英語の偏差値と
弱い相関（それぞれr=.186, p<.05, r=.267, p<.01）がみられた。
英語については，学力が高い者ほど自己決定の程度が高く，ま
た挑戦する傾向の強い者が多いことが分かった。
変数間の関連モデルの検討
　上述した心理的特性と受験行動の関連についてモデルを想定
した。生徒の有能感は，その後の受験行動における自己決定に
影響を及ぼし，それをもとに挑戦行動が高まることが予想され
る。同時に有能感の低さは抑うつ傾向を強め，自己決定に負の
影響をもたらすと考えられる。この予測のもと，欠損値のない
データ97名について，共分散構造分析を行った。学力は，受験
行動である自己決定と挑戦のどちらにも関係すると考えられる。
　分析の結果，適合指標は，χ２=10.05，p=.61，REMSEA=.00，
CFI=1.00，GFI=.97，AGFI=.94，AIC=42.05となり，データは，
関連モデルと十分に適合していた。変数間の関連については，
有能感から自己決定へ，また，自己決定から挑戦のパスは有意
Table 1 変数間の相関係数と記述統計量
　 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 平均 SD
①自己決定 1 3.63 0.92
②挑戦 .219* 1 2.69 0.89
③自己価値 .136 .011 1 24.86 6.17
④抑うつ -.259** .003 -.594*** 1 12.77 6.61
⑤国語 .113 .186* -.107 .135 1 47.81 10.19
⑥数学 .059 -.055 .057 .019 .607*** 1 48.59 9.97
⑦英語 .183* .267** .033 -.020 .697*** .681*** 51.50 13.24
* p<.05    ** p<.01  *** p<.001
Figure １ 共分散構造分析の結果
注）観測変数に隣接した数値は重回帰係数，パスに隣接した数値は標準偏回帰係数を示す。
＋p ＜.10　**p＜.01　***p＜.001
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ではなかった。しかし，有能感から抑うつへは有意なパスが得
られ，有能感は抑うつを抑制することが示された。抑うつから
自己決定へのパスは有意ではなかった。学力から自己決定は弱
い有意傾向のパスが得られたが，挑戦への影響はなかった。
考　察
　本研究の目的は，女子高校３年生の第一志望校の選択におけ
る自己決定と挑戦を受験行動とし，有能感，抑うつ傾向という
心理的特性及び学力との関連について理論と先行研究から導出
されるモデルを想定し検討した。
　共分散構造分析の結果からは，有能感が高いほど抑うつ傾向
が低くなるという関連が見出されたが，有能感が高まると自己
決定が高まり，挑戦が高まるという関係は見出されなかった。
すなわち，自己の能力に対する認知である有能感のありかたで，
その後の受験行動が変化するという社会的学習理論を援用した
予測関係は支持されなかった。また，有能感の低下は抑うつを
高めるが，抑うつから自己決定へのパスは弱かった。学力につ
いては，学力が高まると自己決定が高まるという傾向がみられ
た。
　一方，モデルの適合度をみると良好であった。このことから，
構造と影響関係の方向はデータと一致していると考えられる。
したがって，有能感→自己決定→挑戦へのパスが統計的に有意
でないことを以て，このモデルを棄却することには疑念が残る。
調査及び分析上の改善を図った上で，再度検討する余地があろ
う。
　特に改善すべきこととしては，十分なサンプルサイズの確保
とともに，受験行動の測定方法である。本研究で使用した受験
行動としての自己決定と挑戦行動が，女子高校性の受験行動と
して最も適した測度だったといえない可能性がある。回答者の
多くが自己決定で受験校を選択し，自分の学力より高い難度の
大学を受験したと回答している。これは，「第一希望の」とい
う尋ね方をしたことが影響している可能性がある。より自己決
定と挑戦が示されるのは実際に進学した大学の難度かもしれな
い。今後の受験行動としての測度の検討が必要である。
　以上，関連モデルに関しては予想した結果は得られなかった
が，相関としては，抑うつと自己決定，自己決定と挑戦との弱
いが有意な相関が得られた。この点から，精神的なストレスが
高い者ほど自己決定性が低くなり，また，自己決定性が高いほ
ど挑戦行動が多いという関係は，無視できないものであると考
えられる。現場のキャリア教育においては，生徒への心理的な
ストレスへのケアも含めながら高校３年生の時点で受験校を自
己決定できるような指導やサポートが重要であることが示唆さ
れた。
　最後に本研究の課題について述べる。本研究は，ひとつの女
子高校を対象とした結果であり，一般化することはできない。
今後は，より多くの高校生を対象として関連モデルの検討が必
要である。また，本研究で使用した受験行動である自己決定と
挑戦については，第一希望校の決定に関する単一項目での回答
をもとにしたものであった。受験行動は，受験校の決定から学
部・コースの選択など幅広い行動が含まれる。今後は，それら
の行動も含めた上での自己決定や挑戦という行動を測定し，自
己決定の妥当性を高めて検討することが必要とされる。
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